技　術　提　案　書

【単位時間当たり施工量増を可能にする地盤改良工法】

数値を記入
	フィールド要求性能
	応募技術の性能
	根拠が記載された　　　　　　　　　　　　　　　　　　資料番号・頁を記入

	従来工法に比較して地盤改良の時間当たり施工量の増大が見込まれること。
	表層安定処理工（例えば　RM工法、ARM工法*）に比較して
	

	
	時間当たり施工量
	％増大
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	従来工法より、コストの縮減が図れること。
	表層安定処理工（例えば　RM工法、ARM工法*）に比較して
	

	
	材料費
	％低減
	

	
	施工費
	％低減
	

	
	仮設費＊＊
	％低減
	

	
	
	
	

	
	
	
	

	Ｎ値が１以下の対象地盤に対して、２種改良土・３種改良土***相当の強度が得られること。
	改良強度等を記載
	

	
	砂質土　コーン指数
	kN/m2（＞800kN/m2）
	

	
	含水比
	％（＜30％程度）
	

	
	粘性土　コーン指数
	kN/m2（＞400kN/m2）
	

	
	含水比
	％（＜40％程度）
	

	
	
	
	


*　 汚泥固化処理工法（RM工法、ARM工法）はNETISに登録されている技術
**　 地盤改良の施工に必要となる例えば重機足場（敷鉄板）等の仮設に要する費用
***　発生土利用基準（案）の土質区分基準による
※この様式は、今回の審査の参考として用いるものであり、無断で他の目的に使用することはありません。
様式―３








